
　多摩冶金は鉄鋼材料に加え、チタン合金やアルミ合金、ニッ
ケル合金などの熱処理加工を手がける企業だ。加熱した日本
刀を水で冷やして強くするように、多摩冶金も熱処理すること
で金属の性質を変え、顧客の多彩な要望に応えている。ただ
し、はるか昔の刀工のように勘と経験だけに頼るわけではない。
ベースにあるのはITと科学知識、そして高度な技術力である。
　同社の主力事業は航空・宇宙関連分野だ。たとえば、欧州大
手メーカーであるエアバス社製の航空機では、エンジン中心部
の熱処理加工を担当。エアバス社のような「プライムメーカー」
から「特殊工程」と呼ばれる熱処理加工を委託される企業に
は、航空宇宙産業の国際認証制度である「Nadcap」が必要だ
が、多摩冶金は熱処理専門会社では日本に6社しかない認証
企業のうちの1社だと、代表取締役社長の山田 毅氏は胸を張る。
　「いち早く参入し技術を高めてきたおかげで、航空機関連事
業は売上額の5割を超えるまでに成長しました。ただ、一分野
だけに集中するのはリスクがあります。そこで現在は、医療やエ
ネルギー、各種インフラ事業関連など、人の命や暮らしを支え

守る分野で付加価値の高いサービスを提供できないかと模索
しているところです」（山田 毅氏）

　毅氏は2017年8月に、創業者で祖父の故・山田 啓氏と、先代
である父・仁氏の後を継いで3代目社長に就任した。その際、現
在は取締役副社長を務める弟の真輔氏と協力し、多摩冶金の
使命（ミッション）・志（ビジョン）・精神（スピリッツ）を見直した
という。
　「当社は世代交代を行い、これから『100年企業』を目指そう
と努力しています。一方、当社を取り巻く社会や経営環境が急
激に変わりつつあることも実感しているところです。こうした中、
会社の存在意義や果たすべき役割を再確認して『The 
TAMAYAKIN Way』としてまとめ、社員全員で共有する必要が
あると考えました」（山田氏）
　ここで「精神」として挙げられているのは、誠実・直感・挑戦の
3つ。このうち「誠実」と「直感」は、創業者の故・啓氏が好んだ
言葉だった。そこに毅氏と真輔氏は、激動の現代にふさわしい
「挑戦」の言葉をつけ加えた。

大型旅客機エンジンなどの加工を手がける

企業の存在意義を再確認して社員と共有

売り上げ拡大と労働環境整備を並行して実施

外の企業に向け、積極的にアプローチしています」（山田氏）
　毅氏が2023年までに実現したい目標は、もうひとつある。そ
れは、多摩地区で最も働きやすい企業になることだ。
　「休みが取りやすい、給料がいいなどの定量的な面はもちろ
ん、仕事の楽しさが味わえるという定性的な面も追求したいで
すね。そのためには、教育制度の充実をさらに進めることが大
事だと考えています。また、正社員・パートなどの区分を見直し
て業務内容と待遇の不公平感を解消するため社員種別制度を
導入し、努力した人に見返りを与えられる評価制度につなげて
いきたいと思っています。そうして長く働きたくなるような環境
を整えれば、良い人材が集まり、会社の成長が実現できて、さら
に働きやすい環境が整うという、プラスの循環が生まれるはず
だと信じているのです」（山田氏）

真面目にひたむきに、金属と向き合う

キラリ TOKYO
ー輝く企業の現場からー

工場内に設置された炉。加熱と冷却を行うこと
で、金属を目的通りに加工していく

公社の「革新的事業展開設備投資支援事業」を
活用して導入した、低温焼き戻しの専用機。特注
品で、要求水準の厳しい製品にも対応できる

中国大連工場では約60人が勤務。2018年7月
には、創業15周年の記念祝賀会が行われた

品質に一切の妥協を許さず、世界最高水準のサービスを提供して
いくため、誠実・直感・挑戦という「3つの精神」などを定めた

誠実さを社員全員で共有
仕事、お客さま、そして金属に
対し、できる限り誠実に向き合
うこと。その姿勢を社員全体で
共有できていることが、我々に
とって最大の強みです。

［会社概要］
代　表：代表取締役社長　山田 毅 氏
業　種：金属熱処理加工業
資本金：1250万円
従業員：120名（大連工場も含む・2018年8月現在）
所在地：東京都武蔵村山市伊奈平2-77-1
T E L ：042-560 -4331　FA X：042-560 -4550
ht tp://www.tamayakin.co.jp/
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工場のいたる所に「誠実」と書かれた額が掲示されていて、「誠
実」の精神を重視していることがよくわかりました。今後は航空
機以外の分野にも挑戦していくと、山田社長は静かにかつ力強
く語っていました。若手社員の方々が生き生きと仕事をしてい
たのが印象的でした。　　　　　  （設備支援課　風早文章）

　「中でも重視しているのは、誠実さです。寸法を測ったり外観
を見たりしても、製品が正しく熱処理されたかどうかはわかり
ません。そこで当社では、資格を持つ専門スタッフが認定され
た設備を使い、決められた工程をきちんと踏んで熱処理を実
行。さらに、すべての工程・検査結果を正確に記録し、必要な時
に顧客に提供できる仕組みを整えています。そうしてお客さま
に対して誠心誠意を尽くし、信頼を得ることは、我々にとって絶
対にゆるがせにできない点なのです。
　祖父はよく、『鉄は正直である』と語っていました。誠実に処
理すれば、金属は必ず応えてくれるという意味です。創業から
70年近くが経ちましたが、この祖父の思いは、今も当社の中に
息づいています」（山田氏）

　毅氏は今年、「5カ年計画」を立てた。そこで掲げられている
目標は、2023年までに現在6億円の売上額を8億円に伸ばし、
10パーセント以上の営業利益率を確保することだ。
　「そのためには、商圏拡大が不可欠です。航空機分野では全
国のお客さまとお取り引きがありますが、他分野でも首都圏以

取材後記
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